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１ 開  会 

 

 

２ 分科会長あいさつ 

 

 

３ 協議事項 

（1）分担案件の審査    

  ア 分科会審査 

    第 61 号議案 令和６年度豊岡市一般会計補正予算（第３号） 

 

（2）意見・要望のまとめ 

  ア 分科会意見・要望のまとめ 

 

 

４ その他 

 

 

５ 閉  会 
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午前１１時４４分開会 

○分科会長（芦田 竹彦） それでは、定刻よりかち

ょっと早いんですけども、ただいまから文教民生分

科会を開会をいたします。 

 また、当局から説明補助員として、税務課の中奥

課長と和田参事を出席させたいとの申出がありま

したので、許可しております。ご了承を願いたいと

思います。 

 これより、３の協議事項、（１）番のア、分担案

件の審査に入ります。 

 審査日程ですが、まず予算決算委員会付託議案に

係る当分科会に分担されました議案の説明、質疑、

討論、表決を行います。その後、委員のみで、分科

会意見・要望等の取りまとめを行います。 

 委員の皆さん、当局の皆さん、説明、質疑、答弁

に当たりましては、くれぐれも要点を押さえまして

簡潔明瞭に行うなど、スムーズな議事進行に格別の

協力をお願いをいたします。 

 また、発言の最初には必ず課名と名字をお願いを

いたします。 

 それでは、第６１号議案、令和６年度豊岡市一般

会計補正予算（第３号）を議題といたします。 

 当局の説明は、歳出、歳入等の順に一気に説明を

お願いをします。説明に当たっては、資料のページ

番号をお知らせください。 

 それでは、健康福祉部社会福祉課から説明をお願

いをいたします。 

 社会福祉課、丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） それでは、歳出のほ

うから説明をさせていただきます。資料の９６ペー

ジ、９７ページの表でございます。社会福祉総務費

の右側、説明欄をご覧ください。定額減税補足給付

金支給事業費でございます。先ほど本会議での提案

説明にありましたとおり、国の算定ツールを使用し

て給付金について所要額を算定をし直ししました

ところ、給付の対象となる人数が、約８，０００人

から１万６，０００人に増加するということにより

まして、給付予定額が当初の見込みよりも大幅に増

加することとなりました。このため、新たに必要と

なります給付金としまして３億３，６００万円、支

給対象者への通知等に係ります事務費７２４万４，

０００円について、今回合計３億４，３２４万４，

０００円を補正をお願いするものでございます。 

 次に、歳入についてご説明をさせていただきます。

戻りまして、９４、９５ページをご覧ください。表

の一番上になります。右端、地方創生臨時交付金の

ところでございます。先ほどご説明をさせていただ

きました歳出と同額の３億４，３２４万４，０００

円、これにつきましては、国庫補助率が１０分の１

０でございます。国庫負担分の３億４，３２４万４，

０００円でございます。説明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） お疲れさまです。８，０００

人が１万６，０００人と、８，０００人増えたって、

これが、こんなことふだんあまりないんじゃないか

と思うんですけど、何でこうなった、額も３億４，

０００万円いうことは、１人４万円そのまま増えて

るんかなという、大きい額ですけど、何ででしょう

か。教えてください。 

○分科会長（芦田 竹彦） 中奥課長。 

○税務課長（中奥  実） 当初、６月に補正させて

もらったときには、国の制度の内容等、まだ確定す

る前の段階で、なおかつ住民税のデータを基に、こ

の所得税の減税額のほうも算定しておりました。当

初させてもらったのは、大体８，０００人で、掛け

る４万円だろうということで、３億２，０００万と

いうことで概算で積算させていただいておりまし

た。その後、６月の３日の課税情報を基に、国の算

定ツール等を利用しまして算定し直したところ、税

額控除、税額が確定して、その後の税額控除の中に

配当控除だとか、あと住宅ローン控除を反映させて、

今回算定ツールを回して試算したところ、今回の給

付額が１万６，０００人と総額で６億５，６００万

ということで、ほぼほぼ倍になっちゃったんですけ

ども、国の税額控除の反映が、その当初ではできな

かったというのが大きな要因となっております。説
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明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） はい。 

○委員（須山 泰一） 今聞いた６億５，６００万円

いうたら、いろいろ複雑な計算の仕方があったじゃ

ないですか。丸々４万円でもみんな、そしたら、給

付ですよね、給付が丸々４万円給付、１万６，００

０人になるってことですかね。税額控除だけでそん

なに、その違いだけでそんなになるもんだったんで

すか。そこが、ええっと思ってしまうんですけど、

どうでしょう。 

○分科会長（芦田 竹彦） 中奥課長。 

○税務課長（中奥  実） 今回、１人当たり４万円

で、住民税が１万円で所得税が３万円ということで、

今回のその住宅ローン控除の方っていうのは、期間

が１０年間ございます。対象者人数もおられるとい

うことで、要は今回のは住民税の１万円は減税でき

るんですけども、その所得税の３万円分が給付の対

象になっちゃうという世帯が結構ありまして、住宅

ローン控除を持っておられる方のその扶養につい

ても、同じくその扶養の額だけ所得税でしたら３万

円かかってくるということで、こんだけの金額に、

試算すれば、なってるという状況になっております。

以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ごめんなさい、何度も。最後

に一つだけ。 

 これは豊岡だけ今回こう、ほかのとこも、国のさ

っきの算定ツール云々で試算したらこういうこと

になったんですかね。どうなんですか。 

○分科会長（芦田 竹彦） 中奥課長。 

○税務課長（中奥  実） 国のほうにもその算定ツ

ールを利用しているところがあるかということで

お聞きしております。豊岡以外にも、やっぱり半数

ぐらいの自治体でそういうことが起きているとい

うのを把握しております。以上です。 

○委員（須山 泰一） 国が悪い。ありがとうござい

ました。 

○分科会長（芦田 竹彦） よろしいですか。ほかに

ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 異議なしと認めます。よ

って、第６１号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定をしました。 

 以上で分科会に分担されました議案に対する審

査は終了しました。 

 ここで委員の皆さん、当局の皆さんから何かあり

ましたら、ご発言をお願いをいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） ありませんか。 

 それでは、ないようですので、当局の皆さんは退

席していただいて結構でございます。お疲れさまで

ございました。 

 次に、協議事項の３の（２）のア、分科会意見・

要望のまとめに入ります。 

 当分科会の意見・要望として、予算決算委員会に

報告すべき内容について協議いただきたいと思い

ます。 

 本日分科会で審査いたしました第６１号議案に

ついて、分科会意見・要望についてのご発言があれ

ばお願いをいたします。よろしいですか。（「これ

は別に、大丈夫ですよね」と呼ぶ者あり）よろしい

ですか。（「はい」「大丈夫です」と呼ぶ者あり） 

 それでは、協議いただきました分科会長の報告の

案文につきましては、正副分科会長に一任願いたい

と思います。ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 異議なしと認め、そのよ

うに決定をいたしました。 

 それでは、最後に、協議事項の４、その他につい

てを議題といたします。 

 委員の皆さんから何か協議や意見交換すべき事
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項があれば、ご発言をお願いいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 特にないようでございま

すので、以上をもちまして文教民生分科会を閉会を

いたします。 

 お疲れさまでございました。 

午前１１時５５分閉会 

──────────────────── 


